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第５学年 社会科学習指導案 

指導者  

１  単元名 

～○○から世界に発信する新聞社～ 

私たちのくらしと情報 

２ 指導観 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

こんな子どもたちだから 
○  アンケートから，子どもたちの 90%が「家庭において毎日，新聞に目を通している」と答えており，知
識は十分ではないが，情報産業にはどのようなものがあるのか，情報がどのような機関で作られ，自

分たちがどう活用しているのか調べたいという意欲が高まってきている。      （意欲・関心） 

○  子どもたちは追究活動における事実をもとに自分の考えをマップに表したり，聴き合い活動をした
りしてきている。地図資料を関連付けて読み取ることやポートフォリオを活用しての振り返りや自己

評価も少しずつできるようになってきている。                    （学び方） 
○  前小単元で子どもたちは，「日本の工業」の学習を通して，工業生産に従事している人々の工夫や努
力について学んできている。また，それらが国民生活を支える重要な役割を果たしていることを理解

するための必要な見方・考え方を前単元で身に付けてきている。              （認識） 

こんな手立てで（方法） 
○つかむ段階では 

学習問題をもとに自分の課題を 

把握する次の活動を設定する。 

◇◇新聞社で働くＨさんたち 

が発信している新聞の紙面を 

比較してみることにより，情報がどのように活

用されているのかを考えるようにする。 

○さぐる段階では 

 Ｈさんへのインタビューなどを通して自分の

課題に沿って追究し，考えマップ，表現物に整

理する聴き合い活動を設定する。 

○あらわす段階では  
 Ｈさんたちが広める情報産業についての表現

物をもとに，考えを再構成する聴き合い活動を

設定する。学習問題に対する異なる考えを聴き

合い，相手の考えのよさを受け入れながら共通

点を見いだしていく。また，ポートフォリオを

活用して単元を通した自分の考えの変容を振り

返り，自己評価する。学習問題についての見方・

考え方の変容を振り返り，Hさんたちが発信す
る情報と私たちのくらしにおける情報活用とを

つないで理解する。 

目指す子どもの姿 
◎ 情報産業にかかわり，◇◇新聞社で働くＨさんの姿を通して，情報産業にかかわる人たちの仕事に関

心をもち，意欲的に調べることができる。                                   （意欲・関心）   
◎ 情報産業やその施設について見学したり，地図や資料から考えたりして，事実をもとに追究整理し， 
 考えマップや表現物をもとに効果的に聴き合うことができる。                           （学び方）  
◎ 聴き合いを通して，新聞社で働く人々が，正確に速く届けた情報が活用される「情報化された社会」
と国民生活とのかかわりについて理解することができる。                           （認識）  

こんな教材を使って 

○単元のねらい 

本単元は，「我が国の情報産業や情報化し

た社会の様子について，放送，新聞などの産

業と国民生活とのかかわりを調べることを通

して，情報化の進展は国民の生活に大きな影

響を及ぼしていることや情報の活用が大切で

あることを考えるようにすること」をねらい

としている。 

○学習指導要領への意義 
このような教材を取り上げることは，情報

産業に従事している様々な立場の人々によっ

て発信されている情報が，わたしたちの生活

に活用されていることを，子ども自らの事実

追究から具体的に理解できるという点で価値

高いと考える。 
○テーマへの意義 
子どもたちにとって，Ｈさんとの出会いを

通して，人の手で情報が作られていること

や，私たちの生活に活用されていることを具

体的かつ共感的に学ぶことは，聴き合い活動

への意欲を高め，情報の活用を主体的に考

え，豊かな学びをつくることができるという

点で意義深いと考える。 

Ｈ(ＧＴ)さん 
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３ 単元カリキュラム 
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次単元 

・新聞に関心をもって

もらい詳しい情報を伝

えようとしているから 

○主な聴き合い活動 

学習問題「Ｈさんたち新聞社で働く人がイ

ンターネットで情報を発信しているのはなぜ

だろう。」についての考えを聴き合うことを

通して，情報産業で働く人たちが，多くの人

に情報を提供している「情報化された社会」

と自分たちのくらしと関連付けて考えを深め

ている。 
○主なポートフォリオ評価 

これまでの自分の考えをポートフォリオを

もとに想起し，新聞社がインターネットで配

信している背景と国民生活への影響につい

て，友達の考えのよさに気付いたり，受け入

れたりすることによって，自分の見方・考え

方の変容に気付いたり，考えを深めたりして

いる。 

・新しい

メディア

でいつで

もどこで

も情報を

手に入れ

ることが

できるよ

うになっ

てきてい

る。（①）

・ニュー

ス速報や

地震速報

など素早

い情報提

供が国民

生活に活

かされて

いる。 
（①②） 

・インター

ネット版

より多い

情報量    
・重要な記

事が大き

く扱われ

ていて分

かりやす

い（③） 
・たくさん

の人に読

まれ信頼

されてい

る。（④） 
・新聞社は

国民に活

用される

情報を選

んでいる

（編集会

議）（⑤） 

〈根拠〉 〈根拠〉 

社会科部テーマ 
人物とのかかわりを通して考える力を育てる社会科学習 

（考えＡの資料） 
 
 
 

（考えＢの資料） 
 
 
 
 

・より新しい情報

を伝えようとして

いるから 

資料①：いつでもどこでも最新の情報を手に

入れることができる最新の情報機器 

資料：④世界一の発行 
部数を誇る◇◇新聞社 

資料③：インターネット版より多い新聞の情報量 

資料⑤：情報を厳選

する編集会議 資料②：最新の情報を伝える新聞社の取組 
（号外記事と最新記事への差し替え） 
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段

階 主な学習活動と内容 評価規準と子どもの姿 
◇＝評価規準 ・＝意識 

指導上の留意点と評価方法 
○＝留意点 ◆＝評価方法 

配

時 

つ 

か 

む 
 

１ 様々な事実と出会い，学習問

題をつくる。 

(1)  家の中の情報探しをする。 
・新聞・テレビ・インターネッ

ト・電話・どこでもインター

ネットにつながる最新の携帯

電話 

(2)  情報の活用するよさにつ
いて話し合う。 

・情報をじっくり読める新聞 

・詳しい記事 

・好きなところから読める 

・かんたんに保存 

(3)  インターネット新聞と新
聞紙の発行部数のグラフか

ら違いや疑問を出し合う。 

(4)  学習問題を設定し，自分 
の課題をもつ。 

 

 

 

 

２ 聴き合い活動をし，自分の

課題を明確にし，見通しをも

つ。 

(1) 学習問題について聴き合
い，課題を明確にする。 
・学習経験，生活経験を生か

した予想 

 

 

 

 

 
 

 
(2) 調べる内容・方法を決め
て学習計画を立てる。 

・新聞社の見学 

・インターネット 

など 

 

◇身近な情報産業について想 
起し，意欲的に学習しようと

している。 
・お母さんはインターネット

で家族旅行の予約をしたよ。 
・現在では情報が私たちの生

活の中で使われているね。 
◇情報を活用するよさを分析

的にとらえ，関連する社会的

事象を考えている。 
・お母さんは洗剤が値上がり

するという記事を読んでスー

パーで買っていたよ。 
・記事の大きさや場所で情報

の大切さが分かるね。 
・インターネット新聞は無料

で配信されているから新聞を

買う人が減るのではないか

な。 
 
 
 

◇課題づくりの内容と方法を

振り返っている。 
◇マップに自分の考えを記入

し，分類している。 
・政治のことが目立つところ

に書かれているよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・台風の時はずっとテレビで 
台風情報を見ていたよ。 
・最近は環境問題が多く取り

扱われているね。 
・自分の調べる内容と方法を

しっかりと決めておくといい

ね。 

○身の回りの情報源に気付

かせ，情報取得の手段に対す

る関心を十分にもたせる。       

《支援①④》

◆学習プリント・発言分析 
 
 
 
○情報が国民生活に影響を

与えている場面の写真を掲示

し，考えさせる。 
《支援⑥⑧》 

◆学習プリント分析 
 
○インターネット版の新聞と

新聞紙面を比較する。 
《支援④⑧》 

◆ポートフォリオ分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の考えをマップに書か

せ，組み立てながら根拠との

つながりも発表させる。 
《支援④⑥》 

◆ポートフォリオ分析 
○個に応じた追究を可能に

するために，課題別に内容や

方法を交流させる。 
       《支援①⑤》 
◆学習プリント分析 

 

 

１ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

４ 指導計画  (計１３時間＋見学３時間) 

交流活動① 
●全体 
・相違点をもとに課題を

明らかにする聴き合い活

動      

学習問題：Ｈさんたち新聞社で働く人がインターネットで

情報を発信しているのはなぜだろう。 

〈子どもの予想〉 
○ 新聞社もテレビに負けないように新しい情報を伝えたい。 
○ 記事のことを知って，新聞の紙面で詳しく読んでほしい。 

【考えＡ】 

より新しい情報を伝えよ

うとしているから 

【考えＢ】 

新聞に関心をもってもらい

詳しい情報を伝えたいから 

◇オンライン（英語版） 
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さ 

ぐ 

る 
あ 

ら 

わ 

す 

３ 見学の視点をつくり，見学

に行く。 

・◇◇新聞社見学（Ｈさん） 

 記事の種類 文字量 部数 

 版の違い（見出しの違い） 

 編集部・校閲部など 

(1) 新聞社で働く人がどのよ
うにして情報を集め，記事

を決めているかを調べる。 
(2) 新聞社が集めた情報はど
のように私たちの生活にか

かわっているかを考える。 

４ 中間交流をする。 

(1)  聴き合い活動をし，不十
分な点を補う。 

(2)  表現物の整理をし，自分
の考えをまとめる。  

 

５  整理した考えをもとに学習

問題の答えを交流する。 

(1)  聴き合い活動をし，見
方・考え方のよさから共通

点，合意点を見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
(2)  聴き合い活動をもとに自
分の考えを再構成する。 

・合意点からもう一度学習問

題の答えをつくる。 

６ インターネットやメールの

利用から，情報の活用につい

て話し合う。 

・インターネットの普及 

・情報の多様性と危険性 

・正しい活用の仕方 

７ 単元全体を振り返る。  

○ 情報と私たちのくらしに

ついて自分の考えを見直

す。 

・作文「新聞と私」 

・◇◇新聞社のＨさんに聴く

と，いろんなことが分かるよ。 
・新聞も新しい情報に更新さ

れていくんだね。 
・インターネット新聞に載せ

る記事も新聞記者が集めてき

ているんだね。 
・どんな記事を載せたらいい

か編集会議で話し合っている

んだね。 
・うちでは天気予報をみてお

店の仕入を決めているよ。 
・○○さんの考えも考えマッ

プに書き加えておこう。 
◇追究の内容と方法を振り返

っている。 
 
◇自分の考えの変容を「考え

マップ」に表している。 
・友達が発表した○○につい

てぼくは考えていなかったか

ら，考えマップに赤で書き加

えておこう。 
 
◇考えと根拠のつながりをと

らえようとしている。 
・Ｈさんたちは新聞では足り

ないところを補おうとしてい

るんだね。 
・それぞれのよさを知って使

い分けるといいね。 
・情報化した社会では新聞社

の取組も変わってきているん

だね。 
 
・メールは楽しそうだけど，問

題も起こっているらしいね。 
・情報と私たちの生活はつな

がっているんだな。 
・情報は正しく使わないとい

けないね。 
 
・情報は私たちの生活に大き

な影響を与えているんだね。 
・新聞の情報をもっと活用し

ていきたいな。 

○見学の視点をもって，見学

に行く。   《支援③④》 
◆学習プリント分析 
 
 
 
○実際に紙面の構成につい

て考えることによって，私た

ちはどのように情報を活用し

ているかを考えさせる。 
 《支援①⑧》 

◆学習プリント・発言分析 
 
 
 
 
 
○中間交流会で意見や情報

を交換させ，次の活動への課

題をもたせる。 《支援①⑤》 
◆フリップ分析 
 
 
 
 
 
 
 
○考えが重なり合うところに

ついて考えさせる。 
《支援⑧⑨》 

◆考えマップ，自己評価カー

ド分析 
○新聞以外の情報取得手段

について考えさせる。 
《支援①④》 

◆発言・ポートフォリオ分析 
○「よさ」と「問題点」の両

方から情報の活用の仕方に

ついて考えさせる。 
《支援①②》 

◆ポートフォリオ分析 
○この学習で学んだ社会的

事象に対する見方・考え方を

生かしてまとめさせる。    

《支援①⑤》

◆ポートフォリオ分析 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
１ 
 
 
１ 
本

時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
１ 

交流活動② 
●同質グループ 
・不十分な点を補い，考

えを整理する聴き合い活

動     

交流活動③ 
●全体・異質グループ 
・共通点をもとにして考

えを深め再構成する聴き

合い活動 
＜共通点＞  
・情報化した社会 
（国民生活への大きな影響） 
・時と場合で情報を使い分け

る（国民生活とのかかわり） 

【考えＡ】 
・新しい情報

を伝えたい 

【考えB】 
・詳しい情報

を伝えたい 

合意点 
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５ 本時        

表現物をもとに聴き合うことを通して，インターネットで発信しているわけについて考えさせる場面 

                                       （１２／１６）                                           

６  本時の目標 

○ Ｈさんたちの取組や見学・聞き取りで調べたことをもとに，新聞社をはじめとする我が国の情報産業

は情報化を進展させ，国民の生活を支える重要な役割を果たしていることを理解することができ

る。                                   （学習指導要領から） 

○ 聴き合い活動を通して，友達の見方・考え方のよさに気付き，Ｈさんたち新聞社で働く人たちがイン

ターネットで情報発信しているわけについて考えを深めることができる。     （テーマから）                                                        

７ 本時の授業仮説    

８  本時指導の考え方 

○本時のねらい 

本時は，学習問題の答えについて，互いの考えを聴き合うことを通して，友達の見方・考え方のよさ

に気付き，新聞社をはじめとする我が国の情報産業は情報化を進展させ，国民の生活を支える重要な役

割を果たしていることを考えさせることをねらいとしている。 

前時までに，子どもたちは学習問題「Ｈさんたち新聞社で働く人たちがインターネットで情報発信し

ているのはなぜだろう。」について，自分なりの考えをもって意欲的に追究してきている。子どもたち

の考えは，〔Ａ：より新しい情報を伝えようとしているから〕〔Ｂ：新聞に関心を持ってもらい詳しい情

報を伝えようとしているから〕の２つに大きく分けられている。子どもたちは，Ｈさんにかかわりなが

ら，話を聴いたり，考えのもとになる具体的な根拠などを集めたりして表現物に整理し，まとめてきて

いる。表現物には，学習問題に対する自分の答えとその根拠になる具体的な資料が相手に分かるように

並べられ，考えマップも発表の際の補助資料として準備している。 

○交流活動の工夫について 

まず，考えＡと考えＢそれぞれの立場で全体での聴き合い活動を行う。これは，友達の考えのよさを

見付けることと同時に，共通点「私たちの生活において情報化が進んできている」ことと「私たちはく

らしの中で，時と場合に応じて情報を活用している」を導き出すためである。 

次に，共通点を受けて異質グループでの聴き合い活動を行う。考えＡと考えＢそれぞれの立場を超え

て，学習問題に対する考えの方向性を見いだす合意点を導き出すためである。そうすることで，新聞社

がインターネットで配信する背景と国民生活への影響について考えを深めたい。 

最後に，合意点をもとに自分の考えの変容を振り返らせ，自己評価カードを書かせることで，次時で

学習問題に対する考えを再構成するための方向性をもたせる。 

○評価活動の工夫について 

前時までのそれぞれの時間における考えを記録したポートフォリオを本時授業場面で活用し，自分の

考えの変容過程やそのわけを振り返らせ，見方・考え方の変容を発表させることで，友達相互の対話の

中で学習することへの価値をもたせたり，聴き合い活動での発表補助資料に役立てたりしていくように

する。前時までに，自分の考えを表現したものをポートフォリオにまとめ，考えマップも併用しながら，考

えの変容を自己評価カードに記入し発表させることで，学習の達成感を高めたい。 

  ・規準に満たない子への支援 

共通点が見付からない子どもには，再度，考えマップやポートフォリオを見直させ，その資料に表さ

れた結果がどのようなことを意味しているのかを，教師が問いかけて，考えさせる。そうすることによ

って，ちがう考えの子どもとの共通点を見付けるきっかけ作りをしていく。 

９  準備 
フリップ，考えマップ，資料（表，グラフ，新聞等），ポートフォリオ，自己評価カード                    

全体での聴き合い活動と異質グループでの聴き合い活動という２つの聴き合い活動を通して友達の見方・

考え方のよさに気付き，考えの共通点を導き出しながら自分の考えの変容を比較するポートフォリオ評価

活動を設定すれば， 新聞社をはじめとする我が国の情報産業は情報化を進展させ，国民の生活を支える重

要な役割を果たしていることを理解し，新聞社で働く人たちがインターネットで情報発信しているわけに

ついて新しい情報を伝える，詳しい情報を伝える等の面から考えることができるであろう。 
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１０ 本時の展開 

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料 
基準Ａ 基準Ｂ １ これまでの学習を振り返り，本時の

めあてをつかむ。 

 

 
 
 

 

 

 

２ 聴き合い活動をする。 

(1) 全体で聴き合う。 
（代表児童が提案する） 

○ 考えの違いを明確にして，発表に

対する質問や確かめをする。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

(2) グループで聴き合う。 
  

 

 

 

３ 自分の考えの深まりをポートフォリ

オで振り返って自己評価カードに記入

し，発表する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 次時の学習を知る。 
 ○ 自己評価カードをもとに，学習問

題についての考えを再構成すること

を伝える。 

○本時のめあてを確

認し，学習のめあて

をつかませる。 
 
 
 
 
 
 
 
○考えの違いが明確

に分かるように，根

拠を順序よく話すな

ど，発表の仕方を工

夫することを伝え

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○インターネット版

の情報を活用できる

場面を検証する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・筋道を立て

て自分の考え

を発表し，表

現方法を工夫

して相手に分

かりやすく伝

えている。 

 

 

・学習問題の

答えについて，

２つ以上の観

点から自分の

考えをポート

フォリオなど

を活用しなが

ら振り返って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・筋道を立て

て自分の考え

を発表し，表

現方法を工夫

して相手に伝

えている。 

 

 

 

・学習問題の

答 えにつ い

て，友達の考

えをポートフ

ォリオなどを

活用しながら

振り返ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
インタ

ーネッ

ト版◇

◇新聞 
 
フリッ

プ 
 
 
 
ポート

フォリ

オ 
 
 
 
考えマ

ップ 
 
情報化

した社

会の写

真 
 
 
新聞の

一面 
 
 
 
 
 
自己評

価カー

ド 
 
 

 

 

本時のめあて：情報化した社会の様子に対するそれぞれの考えを聴き合い，友達の考えのよ

さを見付け，考えを深めよう。 

基準Ｂに達しない子への支援 
・机間支援を行い，全体の聴

き合い活動を例に，どのよう

な視点で見直せばよいかを助

言したり，友達の考えのよさ

と比べたり，つないだりさせ

る。 
 

 

学習問題：Ｈさんたち新聞社で働く人がインターネットで情報を発信しているのはなぜだ

ろう。 

・意欲的に聴き合いをし，本時

交流に気持ちを高めている。 

＜本時で目指す子どもの姿＞ 
私は，新聞に関心をもってほしいからだと考えていました。でも，聴き

合うことで私たちの生活に情報を活かすためにインターネットを使って早

く伝えることも必要とされているということがわかりました。私たちが情

報を集めたり，選んだりする方法が用意されていて「情報化した社会」に

私たちの国民生活は支えられていることがわかりました。 

 

＜合意点＞ 
情報を活用しながら生活をしている社会で，情報や情報を集める方法を選

ぶことができるようにＨさんたちはインターネットで情報を発信している。 

【考えＡ】 
・より新しい情報を伝えようと

しているから 

【考えＢ】 
・新聞に関心を持ってもらい詳し

い情報を伝えようとしているから 
《根拠の例》 

・より新しい情報が求められ

ている。 
・地デジ放送の文字放送 
・インターネットの広まり 
・町中にある情報ボード 

《根拠の例》 
・より確かで詳しい情報が

求められている。 
・新聞社による詳しい取材

と厳選された情報 
・世界一の発行部数 

 

＜共通点＞ 
・情報化が進んできている（情報化した社会） 
・私たちはくらしの中で，時と場合に応じて情報を活用して

いる。 

基準Ｂに達しない子への支援 
・机間指導を行い，友達の考

えのよさと自分の考えをふり

返らせ，自分の考えでは生活

のどのような場面で情報を活

用できていることになるのか

考えさせる。  
 


